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	豊かな心の育成
	　先日のスポーツフェスティバルでは、ご来賓の皆様をはじめ、多くの地域・保護者の皆様に温かいご声援をいただきましてありがとうございました。赤組も白組も持っている力を精一杯発揮した結果、『120対120』の同点優勝という記憶に残る素晴らしいスポーツフェスティバルになりました。子ども達も達成感に満ち溢れた表情でした。また、全校演技でのフォークダンスに多くの皆様にご参加いただき、子どもも大人も輪になって踊っている様子を観ていると、あらためて温かい福町の地域を感じることができました。最後の後片付けまでご協力いただきまして、本当にありがとうございました。 　さて、大阪市教育振興基本計画（令和8年～令和11年）では、これまでと同様に「安心・安全な教育の推進」を最重要目標の一つとしています。そのために、毎年大阪のすべての小・中学校において、５月の連休明けに「いじめについて考える日」を設定しています。学校のホームページでもお知らせいたしましたが、本校でも５月１１日（月）の放送朝会で「いじめは、どんな理由があっても許されないことだ」ということを子ども達に伝えました。各学級においても道徳や学級活動の時間にいじめについて考え、「仲間づくり」の取り組みを進めています。一人一台タブレット端末では、「心の天気」を登校時と下校時に必ず入力するように指導しています。特に下校時の心の天気が悪いときは学校で何か嫌なことがあったかもしれません。トラブルを見逃さず、早期発見、早期解決を目指してまいります。そして、毎月「いじめアンケート」をタブレット端末で実施し、子ども達の様子をきめ細かく把握していきます。 　心の育ちは目に見えるものではありません。家庭と連携した日々の取り組みの積み重ねによって、少しずつ少しずつ培われていくものです。困ったことをなかなか自分から言い出せない子どももいます。タブレット端末は毎日持ち帰りを原則としていますので、ご家庭でも「心の天気」を確認したり、相談申告機能を利用したり、学校での様子を子どもに聞いてあげたりしてほしいと思います。 　また、子ども達の自尊感情、自己肯定感、自己有用感を高めていく取り組みも重要です。「安心して本音を話せる雰囲気をつくり、認めてあげること」「子どものどんな意見もまずは聞き入れる、受け止めること」から指導をすすめるようにしています。 　まだまだ不十分なところも多々あるかとは思いますが、福小学校の子ども一人一人を大切に子どもの気持ちに寄り添った教育を進めてまいります。 　子どもはみんな、持ち味やよさをもって生まれてきます。このよさを見つけ、認め合い、自分のことも相手のことも大切にすること、それが「豊かな心」を育むことです。この福小学校で子ども達が、学び合い・励まし合い・喜び合えるように育ってほしいと願っています。 　今後とも、ご家庭でのご理解、ご支援をよろしくお願いいたします。   （校長　立野岡　克）


